
＜平成２８年度の取組＞

取　組　名 活　動　時　間 連　携　先 取組への生徒の関わり方 実施時期
高校生社会参
加促進事業

④ 特別活動（生徒会活
動）

g. 地元自治会

④ 特別活動（生徒会活
動）

g. 地元自治会 ８月

④ 特別活動（生徒会活
動）

g. 地元自治会 １０月

⑥ クラブ活動・部活動 b. 小学校・中学校

⑥ クラブ活動・部活動 c. 大学・専門学校

③ 特別活動（学級活動） b. 小学校・中学校

① 各教科の授業 b. 小学校・中学校

① 各教科の授業 a. 保育園・幼稚園 ７月

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

７月
８月
９月

１１月

みんなあつまれ！
いのちかがやき
フェスティバル

3
③ 教職員等が計画を提案

し、生徒と一緒に決定した

山辺高校の野菜と大和ポークを使った豚汁600食を提供し、農場で栽
培したダイコン・ハクサイ、煎茶・ほうじ茶の販売をした。また、ほ
うじ茶と動物園クッキーと水族館クッキー600食を提供した。

2 オープンスクール

地元小学校との交流

１０月
１２月

７月
２月

９月

生徒会役員が「陵燈会」のろうそくの点火と回収のボランティアに参
加した。都祁祭りに、都祁中学校をはじめ各種文化教室・都祁森林組
合・NPO都祁などの団体と、作品展や物産展を通して地域の活性化を
図った。吐山フェスタに参加し、ライフル射撃体験・ダンス・抹茶の
楽しみ方などを体験して頂いた。

地域の小学生を対象に実験を通して、科学に興味・関心を持ってもら
うため出前授業を行った。テーマとして「電気パン」・「水蒸気と
は？」・「あぶり出し」の３つのテーマで、３回実施した。

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

④ 教職員等が計画をする
際、生徒に意見を求めた

⑤ 教職員等が計画を決定し
た

地域からかねてから要望があった、生物科学科で栽培した作物の販売
や飼育している動物との触れ合い・普段の学校での取組を知ってもら
うために地域の方々にふれあい・体験をしていただいた。

６月
９月

平成２８年度　県立学校における「地域と共にある学校づくり」の取組概要

取　組　の　概　要

1

4

5

山辺高等学校7

地域イベントへの参加協力

④ 教職員等が計画をする
際、生徒に意見を求めた

家庭クラブ活動として、｢元気なならっこ約束運動｣の啓発を行った。
家庭科の授業で作った生活カルタを、都祁保育園とやまだこども園に
持って行き、子どもたちとカルタで遊ぶことにより、挨拶やお手伝い
などの啓発や交流をせてもらった。

本校の自然環境を利用し、奈良教育大の先生方の御協力のもと３回にわたる
講習会を開催した。内容は、７月「キノコの講習会」をテーマに敷地内に自
生するキノコを採取し、調査を行なった。２月「野生動物の解剖・剥製作
り」をテーマとし、野生動物の解剖や剥製づくりを行った。

家庭クラブ員が作成した交通安全キューピー人形と、交通安全啓発
ティッシュをセットにして、交通安全を呼びかけながらドライバーに
手渡した。生徒会役員・家庭クラブ員が、地元交通安全指導員の方々
と警察官の指導の下、交通安全啓発活動を行った。

8

7

6

地元小学校の「親子奉仕作業」において、日頃、「総合実習」の授業
で習得した樹木の剪定技術を実践し、庭園整備を通して校内の環境緑
化に貢献した。
農業科目選択生徒が日頃の授業・実習で習得した秋野菜の栽培技術を
地元の小学生に実践指導を行い、交流を図った。

元気なならっこ約束運動

奈良教育大学の教授・大
学生を招いての学習会

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

〇

交通安全啓発活動　

○

地元小中学校への出前授業


